
○　○　年　　度　　収　　支　　計　　算　　書

（特定非営利活動に係る事業会計）

平成 ○ 年 ○ 月 ○ 日 から 平成 ○ 年 ○ 月 ○ 日 まで

Ⅰ　収入の部
　　１　会費・入会金収入
　　　①　入会金 ○○円×○○人
　　　②　年会費 ○○円×○○人
　　２　事業収入
　　　①　○○○○事業収入
　　　　　利用料 ○○円×○○人×○件
　　　　　○○料 ○○円×○件
　　　②　○○○○事業収入
　　　　　参加料 ○○円×○○人×○回
　　　　　○○料 ○○円×○回
　　３　寄付金
　　４　助成金
　　　①　○○基金より
　　　②　○○市○○助成金
　　５　預金利息
　　６　○○収入 ○○円×○○人×○回
　  ７　繰入金収入
　　　　その他の事業会計からの繰入金収入

　　　　　　　当期収入合計（Ａ）
　　　　　　　前期繰越収支差額
　　　　　　　　　　　　　収入合計（Ｂ）

Ⅱ　支出の部
　　１　事業費
　　　①　○○○○事業費
　　　　　人件費 ○○円×○○人×○件
　　　　　交通費
　　　　　○○費 ○○円×○件
　　　②　○○○○事業費
　　　　　講師謝礼 ○○円×○○人×○回
　　　　　資料印刷費
　　　　　会場費 ○○円×○回
　　　　　○○費 ○○円×○回
　　２　管理費
　　　　　役員報酬 ○○円×○○人×１２月
　　　　　事務局人件費 ○○円×○○人×１２月
　　　　　消耗品費
　　　　　通信費
　　　　　研修費
　　　　　会議費
　　　　　事務所賃貸料 ○○円×１２月
　　　　　光熱水費
　　　　　○○費

　　　　　　　当期支出合計（Ｃ）
　　　　　　　当期収支差額（Ａ）－（Ｃ）
　　　　　　　次期繰越収支差額（Ｂ）－（Ｃ）

×××

×××

×××

×××

×××

×××

初年度は「設立準備金」

×××

×××

×××

「備品購入費」や
「固定資産取得支
出」などで、当該年
度内に現金として
支出された金額で
整理する。

×××

×××

×××

×××

×××

×××

×××

×××

×××

×××

（×××）

×××

×××

×××

×××

「その他の
事業会計」
がない場合
は削除。

特定非営利活動法人の名称 　　特定非営利活動法人　○○○○○

×××

金　　　額科　　　目

×××

×××

×××

「０」か「プラス」。「マイナス」
にはならない。ただし、期末
で未収金がある場合等、マイ
ナスになるケースもあり得
る。

×××

×××

×××

×××

×××

×××

×××

「借入金」等

事業を行わなかった場合又は財産がない場合においても必要となります。

初年度は法人成立日から

原則として定款に掲げた

事業に沿って記載するこ

と。

記載例



○　○　年　　度　　収　　支　　計　　算　　書

（その他の事業会計）

平成 ○ 年 ○ 月 ○ 日 から 平成 ○ 年 ○ 月 ○ 日 まで

Ⅰ　収入の部
　　１　事業収入
　　　①　○○事業収入
　　　　　○○売上 ○○円×○個
　　　　　○○料 ○○円×○個
　　　②　○○事業収入
　　　　　参加料 ○○円×○○人×○回
　　　　　○○料 ○○円×○回
　　２　預金利息
　　３　○○収入 ○○円×○○人×○回

　　　　　　　当期収入合計（Ａ）
　　　　　　　前期繰越収支差額
　　　　　　　　　　　　　収入合計（Ｂ）

Ⅱ　支出の部
　　１　事業費
　　　①　○○事業費
　　　　　人件費 ○○円×○○人×○件
　　　　　交通費
　　　　　○○費 ○○円×○件
　　　②　○○事業費
　　　　　講師謝礼 ○○円×○○人×○回
　　　　　資料印刷費
　　　　　会場費 ○○円×○回
　　　　　○○費 ○○円×○回
　　２　管理費
　　　　　事務局人件費 ○○円×○○人×１２月
　　　　　消耗品費
　　　　　通信費
　　　　　会議費
　　　　　光熱水費
　　　　　○○費 ○○円×○件
　　３　○○費
　　４　繰入金支出
　　　　　特定非営利活動に係る事業会計への
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繰入金支出

　　　　　　　当期支出合計（Ｃ）
　　　　　　　当期収支差額（Ａ）－（Ｃ）
　　　　　　　次期繰越収支差額（Ｂ）－（Ｃ）

「その他の事
業会計」がな
い場合は削
除。

×××

×××

×××

×××

×××

×××

×××

初年度は「設立準備金」

特定非営利活動法人の名称 　　特定非営利活動法人　○○○○○

×××

金　　　額科　　　目

×××

×××

×××

×××

×××

×××

×××

×××

×××

×××

×××

×××

×××

×××

×××

×××

×××

×××

×××

定款第５条で、「その他の事業」がある場合に必要です。「特定非営利活動
に係る事業会計」と「その他の事業会計」をそれぞれ別葉として作成するか、
その区分を明確にして作成してください。

記載例


